
町から配信する情報は、防災や健康、観光・
イベントなど９つに分類しています。この中
から関心のある項目を選択することで、欲し
い情報を受け取ることができます。

子育て世帯におすすめな機能が、「子育て情
報アンケート」。子どもの生年月日を回答する
と、年齢に応じた情報が配信されます。乳幼
児健康診査や離乳食教室など、健診日が近づ
くとＬＩＮＥで知らせてくれます。

※災害などの緊急性の高い情報や重要な情報は、
　選択項目に関わらず登録者全員に配信します。

内子町公式ＬＩＮＥの画面
下には、「リッチメニュー」
が表示されます。気にな
るアイコンをタップする
だけで、簡単に情報へア
クセスできます。

ＬＩＮＥ上で調べたいごみの種類を送信すると
ごみの捨て方を教えてくれます。また、ごみ
収集日のお知らせ通知を設定することもで
き、設定した地域のごみ収集日が近づくとＬ
ＩＮＥで知らせてくれます。

ごみ収集日のお知らせ

子育て情報の受信設定

収集日の通知を受信する

❶リッチメニューの「子
育て」をタップ❷「子育
て情報の受信設定」を
タップ❸「子育て受信ア
ンケート」に回答

❶リッチメニューの「ごみ
に関すること」をタップ❷

「ごみ収集日のお知らせ」
をタップ❸「ごみの収集日
の通知を受信する」をタッ
プ❹アンケートに回答

リッチメニューの一部分▶

子育て

ごみに関すること

　　　　　　

④必要事項を選択し、回答を
　タップする⑤登録完了
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　内子町では10月から「内子町公式ＬＩＮＥ 」の運用
を始めました。まちの情報発信のツールの一つとし
て、防災や子育てなど暮らしに役立つ情報を配信して
いきます。
　これまではホームページや広報紙を見て、自らまち
の情報を探す必要がありました。公式ＬＩＮＥなら、知
りたい情報がタイムリーに手元に届くので、とても便
利です。皆さんも公式ＬＩＮＥを登録して、まちの情報
をもっと身近に感じてみませんか。

【問い合わせ】
総務課　政策調整班　広報・広聴係
☎０８９３（４４）６１５１

　　　　　　

②追加をタップする③受信設定をタップする
①ＱＲコードをスマホ
　で読み取る
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nformationＩ

　
イ
ク
を
有
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

※
②
は
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
か
グ
ラ
ベ

　
ル
バ
イ
ク
を
使
用
す
る
こ
と
。
普

　
通
自
転
車
で
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

●
参
加
費
　
２
０
０
０
円

●
定
員
　
各
コ
ー
ス
30
人

●
申
込
期
限
　
10
月
28
日（
月
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

町
並
・
地
域
振
興
課
　
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
８

　
先
導
・
後
方
サ
ポ
ー
ト
付
き
の
グ

ル
ー
プ
で
町
内
を
走
る「
グ
ル
ー
プ

ラ
イ
ド
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
９
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～

●
集
合
場
所
　
小
田
支
所

●
対
象
者
　
中
学
生
以
上

●
コ
ー
ス

①
シ
ョ
ー
ト（
上
川
地
区
）約
20
㎞

②
グ
ラ
ベ
ル（
上
川・野
村
地
区
）約
35
㎞

※
希
望
者
に
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
、
Ｅ
バ

グ
ル
ー
プ
で
小
田
地
域
を
走
り
ま
せ
ん
か

「
愛
媛
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
日
」
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

●
募
集
数
　
10
チ
ー
ム

●
申
込
方
法
　
10
月
21
日（
月
）ま
で

　
に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

小
田
川
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
in
う
ち
こ
実
行

委
員
会
事
務
局（
建
設
デ
ザ
イ
ン
課
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
７

　
オ
フ
ロ
ー
ド
の
自
転
車
競
技「
小

田
川
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
in
う
ち
こ
」を
開

催
し
ま
す
。
４
人
以
内
の
チ
ー
ム
で

行
う
耐
久
レ
ー
ス
の
参
加
者
を「
内

子
町
特
別
枠
」で
募
集
中
で
す
。

●
日
時
　
11
月
17
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

●
場
所
　
小
田
川
河
川
敷（
あ
け
ぼ

　
の
橋
～
豊
秋
河
原
）

《「
内
子
町
特
別
枠
」
に
つ
い
て
》

●
時
間
　
午
後
２
時
～

●
参
加
資
格
　
中
学
生
以
上
で
町
内

　
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

●
参
加
費
　
１
人
１
０
０
０
円

「
小
田
川
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
in
う
ち
こ
」
出
場
者
募
集

特設コースを仲間と走ろう

ねんきん　　＆

基礎年金に上乗せされる「年金生活者支援給付金」について

Ｑ：「年金生活者支援給付金」とは何ですか
Ａ：公的年金を受給する所得が一定以下の人に
対して、生活を支援するため年金に上乗せして
支給される給付金です。
Ｑ：支給対象はどのような人ですか
Ａ：老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年
金を受給している人で、一定の要件を満たす人
が対象です。要件は年金の種類によって異なり
ますので、詳しくはお問い合わせください。
Ｑ：どのように請求するのですか
Ａ：新たに支給要件に該当した人には、日本年
金機構から「給付金請求書」が届きます。必要事
項を記入してポストに投函してください。支給
開始は原則、請求手続きをした翌月分からです。
請求書が届いたら速やかに手続きをお願いしま

す。すでに給付金を受給していて、引き続き支
給要件を満たしている人は、翌年以降の手続き
は不要です。
Ｑ：給付金はずっと受け取れますか
Ａ：所得などの支給要件を満たさなくなった場
合は「不該当通知書」が届き、支給が止まります。
　翌年度以降に支給要件を満たした場合は、再
度「給付金請求書」が届きますので、手続きをす
ることで受け取れるようになります。

【問い合わせ】
○給付金専用ダイヤル
☎０５７０（０５）４０９２
○松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５

初めて受給する人は手続きが必要です
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町からのお知らせ

　

　
木
蝋
の
原
料
で
あ
る
ハ
ゼ
ノ
キ
を

使
っ
た「
櫨は

じ
ぞ
め染

」の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
き
ま
す
。
染
め
て
み
た
い
素
材

の
持
ち
込
み
も
で
き
ま
す
。
富
と
幸

せ
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ
る
黄
金
色

を
染
め
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
10
月
19
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
木
蝋
資
料
館
上
芳
我
邸

●
参
加
料

▽
綿
バ
ン
ダ
ナ
　
２
０
０
０
円

▽
持
ち
込
み
の
場
合
　
１
５
０
０
円

　（
50
㌘
ま
で
）

●
定
員
　
先
着
６
人（
要
予
約
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

八
日
市
・
護
国
町
並
保
存
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）５
２
１
２

木
蝋
の
歴
史
と
ハ
ゼ
ノ
キ
の
活
用
法
を
学
ぶ

染
め
物
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す

　
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
ス
マ
ホ

の
使
い
方
を
学
べ
る
講
座
を
開
き
ま

す
。
基
本
操
作
な
ど
を
説
明
す
る
他
、

個
別
の
困
り
ご
と
に
も
答
え
ま
す
。

●
定
員
　
各
回
８
人（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
　
開
催
日
の
前
日
正
午

　
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ス
マ
ホ
の
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
。

　
希
望
者
は
開
催
日
の
１
週
間
前
ま

　
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
危
機
管
理
班
　デ
ジ
タ
ル
推
進
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
６
１
５
０

ス
マ
ホ
の「
分
か
ら
な
い
」
を
気
軽
に
相
談
し
よ
う

●主な業務
▷投票所の開閉・投票箱の確認や閉鎖の立ち会い
▷投票する人の入場・投票・退場の立ち会い
●応募資格　内子町内に住所を有し、内子町の
　選挙人名簿に登録されている人
●投票所（立会場所）
▷投票日当日　町内の各投票所（15カ所）
▷期日前投票　共生館、内子分庁、林業センター
●立会時間
▷投票日当日　午前７時～午後８時
※一部の投票所は午後７時まで
▷期日前投票　午前８時30分～午後８時
※一部の期間・投票所は午後５時まで
●報酬
▷投票日当日　日額１万900円
▷期日前投票　日額9,600円
※立会時間により減額する場合があります。
●応募方法　所定の用紙に記入して、持参また

　は郵送して提出してください。用紙は役場総務
　課か、内子町のホームページで入手できます。
●選任の流れ　応募した人を名簿に登録します。
　選挙の都度、登録者に希望日などを確認し、事務
　局で調整の上、投票立会人を選任します。
※会場や日程は希望に添えない場合があります。
●その他
▷投票立会人は随時募集します。７年１月26日執行
　予定の内子町長選挙の立ち会いを希望する人は、
　10月31日（木）までに応募してください。
▷登録は本人から辞退の申し出がない限り継続し
　ます。ただし、転出などで資格を満たさなくなっ
　たときは、登録を取り消す場合があります。
　１１２５５３
【申込・問い合わせ】
〒７９５－０３９２　内子町平岡甲１６８
内子町選挙管理委員会（内子町役場総務課内）
☎０８９３（４４）６１５０

好みの生地を染めてみよう

日時 10月4日（金）11月1日（金）12月13日（金）

午前10時
～11時

小田自治
センター 参川福祉館 小田自治

センター

午後１時
～２時

内子自治
センター うちこ福祉館 内子自治

センター

午後３時
～４時

五十崎自治
センター

五十崎保健
センター

五十崎自治
センター

《開催日程・会場》

投票立会人を募集します　―内子町選挙管理委員会からのお知らせ―

ＩＤ
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◆ 道の駅せせらぎ・文化交流センタースバル

11月２日（土）・３（日）
午前９時～午後３時

【主な催し】
両日　文芸作品などの展示
３日　木工体験、ポニー乗馬、魚のつ
　　　かみ捕り、バザー、餅まき　他
問 小田支所
☎０８９２（５２）３１１１

小田の郷ふるさとまつり

◆ 石畳清流園

11月３日（日）
午前10時～午後２時

【主な催し】
農産物の販売、和太鼓演奏、竹すべ
り、木の実細工、菊花展、石畳の宿
の喫茶、バザー、餅まき　他
問 石畳の宿
☎０８９３（４４）５７３０

石畳水車まつり

　町内各地で開かれる文化祭・農業祭のお知らせです。実りの秋や芸術の秋など
郷土色豊かな祭りに参加してみませんか。

文化祭文化祭・・農業祭農業祭

◆ 大瀬商店街

11月３日（日）
午前９時 30分～午後２時

【主な催し】
和太鼓演奏、軽トラ市、柿の種飛ば
し大会、柿の皮むき大会、農産物の
品評会、バザー、餅まき　他
問 大瀬自治センター　
☎０８９３（４７）０１０２

大瀬農業祭柿まつり

町内各地を巡って、内子の秋を楽しもう

※４日（月）は午後１時まで

◆ 内子自治センター

11月２日（土）～４日（月）
午前９時～午後５時

【主な催し】
全日　文芸作品などの展示
３日　中高生の吹奏楽部演奏、バ　
　　　ザー、餅まき　他
問 内子自治センター
☎０８９３（４４）３０７３

うちこ文化祭

※

◆ 五十崎自治センター

11月３日（日）
午前９時～午後２時

【主な催し】
文芸作品などの展示、和太鼓演奏、
ダンス、小田川コンサート、バザー、
餅まき　他
問 五十崎自治センター
☎０８９３（４３）１２２１

五十崎文化祭

◆ 立川自治会館

11月３日（日）
午前10時～午後３時30分

【主な催し】
農産物の品評会、スコップ三味線演
奏、文芸作品の展示、出店コーナー、
バザー、菓子まき　他
問 立川自治会館
☎０８９３（４５）０８５1

立川地区文化産業祭
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●
費
用
　
月
額
２
０
０
～
３
０
０
円

※
通
話
料
は
利
用
者
負
担

《
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
》

　
高
齢
者
の
外
出
を
サ
ポ
ー
ト
し
、心

身
機
能
の
維
持
・
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
内
容
　
月
２
回
の
送
迎
・
リ
ハ
ビ

　
リ
・
昼
食
・
入
浴
・
買
い
物
な
ど

●
対
象
　
介
護
保
険
制
度
の
対
象
と

　
な
っ
て
い
な
い
高
齢
者

●
条
件
　
居
住
地
区
の
民
生
委
員
の

　
承
認
が
必
要

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課
　
高
齢
者
福
祉
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ

　
の
際
に
氏
名
、
生
年
月
日
、
現
住

　
所
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
11
月
22
日（
金
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会
　自
治・
学
習
課

生
涯
学
習
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

FAX
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
３
７

　gakusyujichi-s@
tow
n.uchiko.

　ehim
e.jp

　
20
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
の
門
出
を

祝
う
記
念
式
を
開
き
ま
す
。
対
象
者

に
案
内
文
書
を
郵
送
し
ま
す
で
、
参

加
希
望
者
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
７
年
１
月
12
日（
日
）
午

　
後
２
時
開
会（
受
付
は
１
時
～
）

●
場
所
　
共
生
館

●
対
象
者
　
平
成
16
年
４
月
２
日
～

　
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
内
子

　
町
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
人

●
申
込
方
法
　
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

「
内
子
町
20
歳
の
記
念
式
」
の
ご
案
内

　江戸前期、越後国（新潟県）生まれの禅僧・
良
りょうかん

寛さん。呼び名を大
だ い ぐ

愚（愚か者）といいました。
その良寛さんが「比

び く

丘はただ万事はいらず常
じょうふぎょう

不軽
菩
ぼ さ つ

薩の行
ぎょう

ぞ殊勝なりける」と詠んでいます。
　比丘とは「僧侶」のこと、常不軽は「常に他人
を軽んじない」の意、菩薩は 「修行に努め未来
に仏となる者」のことです。この歌を意訳する
と「僧侶にはすべての知識や修行はいらない。
ただ普段から横柄な態度で他人を軽視したり、
見下げてばかにしたり、差別したりしないこと。
どんな人も敬って礼儀を尽くす菩薩の行いこそ
すばらしい。なぜなら皆さんは誰もが仏となる
心を持っているから」となるでしょうか。
　また中国の孟

も う し

子は「人を愛する者は、人恒
つ ね

に
これを愛す。人を敬する者は人恒にこれを敬す」
と述べています。これを分かりやすく「愛する

者は愛される。敬う者は敬われる」 として受け
止めています。
　この考え方を良寛さんの「常不軽」の語に当
てはめると「人を軽んじる者は、 軽んじられる」
となり、人を見下し、ばかにして差別する者は、
それがそのまま自らに返ってくることになりま
す。良寛さんは自らを大愚と呼び、他人を愚か
者にする自らの差別心を戒めるのです。それは

「他人を見下し差別する人間にだけはなるまい」
と自らに向き合い、闘っている姿のように思わ
れます。

【問い合わせ】
内子町教育委員会　自治・学習課　生涯学習係

（内子分庁内）
☎０８９３（４４）２１１４

「自らの内にあるものと向き合う」

人権コラム＊幸せへの道

　
内
子
町
で
は
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う「
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

《
緊
急
通
報
装
置
貸
与
事
業
》

　
急
病
の
と
き
な
ど
に
利
用
で
き
る

専
用
機
器
を
貸
し
出
し
ま
す
。

●
内
容
　
24
時
間
体
制
の
緊
急
通
報

　
対
応
、
月
１
回
以
上
の
電
話
で
の

　
安
否
確
認

●
対
象
　
町
内
在
住
の
一
人
暮
ら
し

　
の
高
齢
者
、
重
度
身
体
障
が
い
者

●
条
件
　
利
用
者
の
親
族
な
ど
３
人

　
程
度
の
協
力
者
と
、
居
住
地
区
の

　
民
生
委
員
の
承
認
が
必
要

町からのお知らせ
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愛
媛
県
で
は
地
域
に
職
員
が
出
向

い
て
施
策
な
ど
を
説
明
す
る「
県
政

出
前
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
実
施
日
の
１
カ
月
前
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
の
集
会
　
地
域
団
体
・
企
業
・

　
公
的
団
体
が
主
催
し
、
概
ね
20
人

　
以
上
が
参
加
す
る
も
の

●
テ
ー
マ
　
県
政
全
般
、保
健
医
療
、

　
社
会
福
祉
、
防
犯
・
防
災
、
教
育
、

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、雇
用
対
策
な
ど

※
会
場
は
申
込
者
が
用
意
し
て
く
だ

　
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
企
画
振
興
部
広
報
広
聴
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
２
４
３

　
10
月
17
日
～
23
日
は「
薬
と
健
康

の
週
間
」
で
す
。
薬
を
安
全
で
効
果

薬
の
正
し
い
使
い
方
を

も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う

的
に
使
う
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
薬
の
添
付
文
書
を
よ
く
読
む
。

▽
用
法
・
用
量
を
守
る
。

▽
薬
の
形
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
服

　
用
方
法
を
守
る
。

▽
正
し
く
保
管
す
る
。

▽
薬
に
関
し
て
分
か
ら
な
い
こ
と
は

　
自
己
判
断
せ
ず
、
か
か
り
つ
け
医

　
な
ど
に
相
談
す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
薬
務
衛
生
課
　
薬
事
係

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
３
９
１

　
白
血
病
の
治
療
に
は
、
患
者
と
白

血
球
型
が
一
致
す
る
人
の
骨
髄
移
植

が
必
要
で
す
が
、
ド
ナ
ー
が
見
つ
か

ら
ず
移
植
を
受
け
ら
れ
な
い
患
者
が

多
く
い
ま
す
。
あ
な
た
も
誰
か
の
命

を
救
う
た
め
、
ド
ナ
ー
登
録
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
対
象
は
18
～
54
歳
の

健
康
な
人
で
、
少
量
の
採
血
で
登
録

で
き
ま
す
。

●
登
録
窓
口
開
設
日
　
毎
週
月
曜
日

●
場
所
　
八
幡
浜
保
健
所

※
事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

八
幡
浜
保
健
所

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
４
１
１
１

誰
か
の
命
を
救
う
た
め
―
―

「
骨
髄
バ
ン
ク
」に
登
録
を

あ
な
た
の
地
域
で
講
演

県
政
出
前
講
座
の
お
知
ら
せ

知

ら

せ

お▼
詳
し
く
は
愛
媛
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

《猫を飼うときは》
　猫は室内飼いが基本です。放し飼いは他人の敷
地内で排せつしたり、車や家屋を傷つけたりする
などトラブルにつながります。交通事故や感染症、
迷い猫の原因にもなります。
《無責任な餌やりをしない》
　野良猫への無責任な餌やりは、過剰な繁殖を招
くほか、衛生害虫の発生や悪臭などの原因になり、
猫の健康も害します。自分が世話をできない猫に、
むやみに餌を与えないでください。
《過剰な繁殖を防ぐ》
　猫は繁殖力の高い動物です。飼い猫の繁殖を望
まない場合は、不妊去勢手術をしましょう。
　内子町では原則、飼い主のいない猫の引き取り
をしません。犬や猫を捨てることは犯罪です。不幸
な猫を増やさないために、ご協力をお願いします。

【申請・問い合わせ】
保健福祉課　福祉庶務係
☎０８９３（４４）６１５４

マナーを守って
猫と暮らしやすい町に

不妊去勢手術への助成など
　愛媛県や内子町では、飼い主のいない猫の
過剰な繁殖を防ぐため、次の事業を実施して
います。希望する人は保健福祉課にお問い合
わせください。
●野良猫（地域猫）対策支援事業
▷対象　生後６カ月以上の雌の野良猫
▷実施頭数　県内で約150頭
▷手術費用　無料
▷申込期限　10月31日（木）
▷実施時期　11月中旬～
▷実施団体　（公社）愛媛県獣医師会
●猫不妊去勢手術費補助事業
▷対象　町内で保護された飼い主のいない猫
▷補助上限額　雄8,000円、雌１万2,000円
※予算の範囲内で実施します。

飼う人も、飼わない人も――

み
ん
な
に
知
っ
て
て

ほ
し
い
に
ゃ
～
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くらしの情報

み
ん
な
に
知
っ
て
て

ほ
し
い
に
ゃ
～

●
募
集
人
数
　
１
人

●
業
務
内
容
　
内
子
運
動
公
園
内
の

　
ト
イ
レ
清
掃（
週
２
回
程
度
）

●
採
用
時
期
　
11
月
１
日（
金
）
～

●
時
給
　
９
８
０
円

●
応
募
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
記
入

　
し
、メ
ー
ル
か
持
参
し
て
提
出

●
応
募
期
限
　
10
月
15
日（
火
）

　
１
３
８
９
９
０

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会
　
自
治
・
学
習
課

社
会
体
育
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

　gakusyujichi-s@
tow
n.uchiko.

　ehim
e.jp

　
ま
ち
お
こ
し
に
興
味
が
あ
る
若
者

た
ち
が
地
域
を
超
え
て
交
流
し
な
が

ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

●
参
加
費
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

ソ
ル
フ
ァ
オ
ダ
㈱

☎
０
８
９
２
（
５
２
）
３
２
３
２

《
第
16
回
福
祉
館
ま
つ
り
》

●
人
権
講
演
会

▽
日
時
　10
月
30
日（
水
）午
後
７
時
～

▽
演
題
　「
差
別
へ
の
思
い
」

▽
講
師
　
森
川
伸し

ん
じ治
さ
ん（
久
万
高

　
原
町
立
入
野
福
祉
館
長
）

▽
定
員
　
先
着
50
人

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
参
加
費
　
無
料

●
福
祉
館
ま
つ
り

▽
日
時
　
11
月
９
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

▽
内
容
　
児
童
生
徒
の
人
権
標
語
・

　
ポ
ス
タ
ー
展
示
、各
種
講
座
の
作
品

　
展
示
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、バ
ザ
ー
、

　
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
作
成
、

　
餅
ま
き
　
他

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

▽
日
時
　
11
月
11
日（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

▽
参
加
費
　
無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

　
そ
の
場
所
に
詳
し
い
人「
ト
コ
ロ

ジ
ス
ト
」に
な
り
ま
せ
ん
か
。
小
田
深

山
渓
谷
で
動
植
物
を
観
察
し
、
内
容

を
ま
と
め
た
マ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
14
日（
月
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

●
集
合
場
所
　
小
田
自
治
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費
　
無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
６
１
５
９

　kankyo-seisaku@
tow
n.uchiko.

　ehim
e.jp

　
１
９
８
０
年
以
前
製
造
の
旧
車
や
、

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
20
日（
日
）
午
前
10

　
時
～
午
後
３
時
30
分

●
場
所
　
ソ
ル
フ
ァ
・
オ
ダ
ス
キ
ー

　
ゲ
レ
ン
デ

●
内
容
　
車
両
展
示
・
見
学
、
愛
車

　
紹
介
、足
湯
、飲
食
コ
ー
ナ
ー
　
他

●
日
時
　
10
月
12
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
５
時

●
場
所
　
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
講
演
、

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、グ
ル
ー
プ
デ
ィ

　
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

●
対
象
　
内
子
町
在
住
の
中
高
生

●
参
加
費
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

学
生
団
体
う
ち
の
こ（
笹
岡
）

☎
０
９
０
（
３
７
８
５
）
８
７
４
５

　info@
uchinoko.w

ork

　
町
内
で
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
を
し
て
い

る
マ
マ
た
ち
が
立
ち
上
げ
た
マ
ル
シ
ェ

で
す
。雑
貨
や
食
品
な
ど
の
販
売
、来

場
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
14
日（
月
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
内
子
ま
ち
の
駅N

な

ん

ぜ
anze

※
駐
車
場
は
内
子
町
役
場
内
子
分
庁

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ほ
っ
こ
り
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会（
金
森
）

☎
０
９
０
（
７
５
７
１
）
８
８
５
９

「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
サ
ミ
ッ
ト
」で

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
せ
ん
か

手
作
り
の
温
か
さ
が
詰
ま
っ
た

「
ほ
っ
こ
り
マ
ル
シ
ェ
」

集

募内
子
運
動
公
園
ト
イ
レ
の

清
掃
員
を
募
集
し
ま
す

し

催

そ
の
場
所
の
専
門
家

「
ト
コ
ロ
ジ
ス
ト
」に
な
ろ
う

車
好
き
は
小
田
深
山
に
集
合

秋
の「
カ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

う
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内

▼
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
詳
細

を
紹
介
し
て
い
ま
す

ＩＤ

▼
詳
し
く
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
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　10月１日から全国で一斉に「赤い羽根共同募金運動」が始ま
ります。内子町では500万円の募金目標額を定めて、町内の保
育園や学校、自治センターなどに募金箱を設置するほか、ボーイ
スカウトの子どもたちが街頭募金を呼びかけます。自治会を通
じた戸別募金、地区社協を通じた法人募金もありますので、皆
さんのご協力をお願いします。
　昨年度、内子町では約505万円の募金が集まり、愛媛県共同
募金会へ送りました。愛媛県全体の募金額は約２億1,800万円
でした。募金は県内の障がい者福祉施設、児童福祉施設、小規
模作業所、社会福祉施設などに配分されたほか、豪雨災害など
の災害等準備金や被災支援金として活用されます。
　内子町社会福祉協議会には433万円が配分されました。配分
金の使途は、共同募金配分委員会で下記のとおり決定したので
お知らせします。

内子町社会福祉協議会　☎０８９３（４４）３８２０Vol.Vol.４４

■令和６年度赤い羽根共同募金・配分金の使い道

自治会名 配分額（円） 主な内容

六日市 100,000 剣スコップ、かまどセット他

八日市 100,000 デジタルカメラ、ブロアー

畑　中 100,000 スピーカーセット

廿日市 100,000 ブロアー

第　五 96,421 高圧洗浄機、毛布他

城　廻 100,000 ノートパソコン

長　田 100,000 洗濯乾燥機

立　川 100,000 毛布

河　内 67,920 LEDバルーンライト

和　田 100,000 折り畳みテーブル

程　内 96,988 ブロアー他

自治会名 配分額（円） 主な内容

神　南 100,000 エアコン

西　沖 100,000 発電機

柿　原 81,301 椅子用ラック

御　祓 120,000 椅子、配食サービス事業費

中　川 100,000 机、座椅子

立　石 64,000 書類保管庫

寺　村 100,000 トイレ改修費

平　野 100,000 ブロアー

吉野川 79,376 炊飯器、石油ストーブ、台車

臼　杵 100,000 電子レンジ、ガスコンロ

上　川 36,000 配食サービス事業費

合　計 2,042,006 （22自治会）

❶自治会配分金事業［204万円］　……22自治会に下記のとおり配分
❷地区社協配分金事業［163万円］　……７つの社協分会に活動助成として配分
❸児童青少年福祉活動助成事業［３万円］　……ボーイスカウトへの活動助成
❹学校教育活動助成金［32万円］　……小中学校11校への活動助成
➎福祉大会事業など［31万円］　……「広報うちこ」掲載料、社会福祉大会講師料など
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皆さんのご協力をお願いします

「赤い羽根共同募金」は10月から

▲６年度のポスター
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くらしの情報

●
日
時
　
11
月
16
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

●
場
所
　
加
戸
病
院

●
内
容

▽
骨
密
度
検
査
、
体
組
成
検
査
、
血

　
圧
測
定
、
健
康
体
操
指
導

▽
講
演
　「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
／
講

　
師
　
城
戸
益ま

す
む
ね宗
さ
ん（
加
戸
病
院

　
診
療
部
長
、
整
形
外
科
医
師
）

●
対
象
　
40
歳
以
上
の
人

●
定
員
　
30
人

●
参
加
費
　
無
料

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

　
弘
友
会
加
戸
病
院

☎
０
８
９
３
（
４
４
）５
５
０
０

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
自
動
車

事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を

目
的
と
し
て
、
す
べ
て
の
自
動
車
と

バ
イ
ク
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
有
効
期
限
切
れ
、
か
け
忘

れ
で
の
走
行
は
法
令
違
反
と
な
る
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

四
国
運
輸
局
愛
媛
運
輸
支
局

☎
０
８
９
（
９
５
６
）
１
５
６
３

　https://w
w
w
.m
lit.go.jp/jidosha/

　jibaiseki/

納
付
書
を
16
日
頃
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
９
（
９
３
５
）５
２
０
２

　
愛
媛
県
立
図
書
館
は
次
の
期
間
、

耐
震
工
事
の
た
め
一
時
閉
館
し
ま
す
。

●
期
間
　
11
月
１
日（
金
）

　
　
　
　
～
８
年
８
月
頃（
予
定
）

※
仮
設
図
書
館
を
７
年
２
月
か
ら
、

　
ア
イ
テ
ム
え
ひ
め
に
オ
ー
プ
ン
す
る

　
予
定
で
す
。詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
立
図
書
館

☎
０
８
９
（
９
４
１
）
１
４
４
１

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
き
生
き

と
暮
ら
す
た
め
、
健
康
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
す
。

▽
火
災
警
報
器
や
ガ
ス
警
報
器
を
設

　
置
す
る
。

▽
点
火
後
、
火
が
消
え
て
い
な
い
か

　
確
認
す
る
。

▽
使
用
中
は
目
を
離
さ
な
い
。

▽
機
器
の
そ
ば
か
ら
離
れ
る
と
き
は

　
火
を
消
す
。

▽
窓
を
開
け
て
換
気
を
す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
消
防
署

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
９

●
日
時
　
10
月
26
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

●
場
所
　大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
相
談
内
容
　
相
続
、
遺
言
、
農
地

　
転
用
、
車
庫
証
明
、
空
き
家
対
策

　
な
ど
の
悩
み
や
手
続
き
方
法
　
他

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
行
政
書
士
会

☎
０
８
９
（
９
４
６
）
１
４
４
３

　
労
働
者
を
雇
う
事
業
主
は
、
労
働

保
険
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
労
働
保
険
料
の
第
２
期
分
の
納

付
期
限
は
10
月
31
日（
木
）
で
す
。

　
歩
数
や
消
費
カ
ロ
リ
ー
な
ど
、一
定

の
運
動
目
標
を
達
成
し
た
県
内
在
住

の
人
に
、
毎
月
抽
選
で
賞
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
中
で
す
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
に
記
録
し
、応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
実
施
期
間
　
～
12
月
31
日（
火
）

※
詳
し
く
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

（
株
）イ
ー
エ
ー
シ
ー
（
受
託
会
社
）

☎
０
８
９
（
９
１
１
）
１
７
２
０

　
ガ
ス
機
器
は
使
い
方
を
誤
る
と
、

爆
発
や
火
災
の
他
、
不
完
全
燃
焼
に

よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
正
し
く
使
用
し
て
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

《
ガ
ス
機
器
の
使
用
時
の
注
意
》

▽
機
器
を
正
し
く
取
り
付
け
る
。

法
律
に
関
す
る
悩
み
は

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会
へ

知

ら

せ

お

自
賠
責
保
険
の
期
限
切
れ
・

か
け
忘
れ
に
注
意

県
の「
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
」に
応
募
し
よ
う

労
働
保
険
料
の
納
付
は

10
月
31
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に

愛
媛
県
立
図
書
館
は

11
月
か
ら
一
時
閉
館
し
ま
す

火
災
や
事
故
を
防
ぐ
た
め

ガ
ス
機
器
を
正
し
く
使
お
う

「
い
き
い
き
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」

で
健
康
づ
く
り
を
考
え
よ
う

▼
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は

こ
ち
ら
か
ら

▼
県
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
か
ら

「赤い羽根共同募金」は10月から

（医）
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